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琴撃榊露鹿昼顔二に7,
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左より生徒代表､学像良同窓会見青井恵三賂氏

青
井
忠
三
郎
氏
来
館
･

美
術
館
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
サ
イ
ン
除
幕
式

1
 
0
月
1
 
5
日
(
金
)

.
:
f
l
･
'
･
 
I
.
.
.
:
.
I
 
～
.
I
l
l
 
r
j
{
　
寧

環
と
し
て
'
美
術
館
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
サ
イ
ン
の
除
幕
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
｡

関
係
者
の
見
守
る
中
'

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
演
奏
に

合
わ
せ
､
青
井
忠
三
郎
氏

は
じ
め
'
学
校
長
'
同
窓
会
長
､
生
徒
代
表
が
除

幕
を
行
い
'
美
術
館
の
新
し
い
顔
と
し
て
'
現
代

的
な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
誕
生
を
祝
い
ま
し
た
｡

常
設
展
Ⅲ
期1
2
月
2
5
日
(
土
)
～
2
月
2
0
日
(
日
)

｢
洋
画
･
彫
刻
･
金
工
･
デ
ザ
イ
ン
｣
展

｢
整
観
音
像
(
木
彫
)
　
｣

村
　
上
　
丙
　
人
作

小
さ
な
作
品
で
'
高
さ
2
7
×
7
･
 
5
×
8
8
の
木
彫
で

あ
る
｡
高
度
な
技
術
に
よ
り
､
心
を
刻
む
造
形
と

し
て
表
現
さ
れ
'
法
隆
寺
の
夢
殿
観
音
を
思
わ
せ

る
す
ぼ
ら
し
い
作
品
で
あ
る
｡
シ
ン
メ
ト
リ
ー

(
左
右
対
称
)
　
の
形
で
､
併
像
の
静
か
な
深
い
祈

り
の
心
が
感
じ
ら
れ
'
彫
刻
刀
の
タ
ッ
チ
が
少
な

く
'
美
し
い
作
品
で
あ
る
｡

作
者
紹
介

大
正
5
年
'
高
岡
市
佐
野
･
真
宗
寺
で
生
ま
れ

た
o
　
村
上
丙
　
(
あ
き
ら
)
　
の
ち
に
丙
人
　
(
へ
い
じ

ん
)
　
と
称
す
る
｡

昭
和
8
年
本
校
木
彫
科
卒
業
｡
1
7
歳
の
と
き
木

彫
家
･
平
櫛
田
中
氏
に
入
門
す
る
｡
彫
刻
の
制
作

を
始
め
'
院
展
に
出
品
'
入
選
す
る
｡
昭
和
3
4
年

に
脱
会
L
t
　
の
ち
に
二
紀
会
に
所
属
｡
文
部
大
臣

賞
'
他
多
数
受
賞
｡
評
議
委
員
と
し
て
活
躍
す
る
｡

平
成
9
年
死
去
o

1
 
1
月
2
4
日
(
水
)
～
1
 
2
月
7
日
(
火
)

洋
画
･
彫
刻
･
金
工
･
デ

ザ
イ
ン
の
作
品
で
8
0
点
展
示
.

洋
画
　
｢
ラ
ピ
ス
の
イ
コ
ン

(
藤
森
兼
明
･
S
2
9
卒
ご
な

ど
の
個
性
豊
か
な
作
品
と
､

伝
統
工
芸
の
優
れ
た
技
法
の

作
品
が
ほ
ど
よ
く
調
和
さ
れ

た
展
示
と
な
り
ま
し
た
｡

i
i
i
i
i
i
a
i
i

絵
画
､
彫
刻
､
工
芸
'
デ
ザ
イ
ン
の
4
部
門
に
県
内
紀
校
の
中
学
校

か
ら
選
抜
さ
れ
た
軌
点
の
応
募
の
う
ち
､
厳
し
い
審
査
を
経
て
選
ば
れ

た
､
入
賞
を
含
む
減
点
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
o

最
高
賞
の
青
井
大
賞
に
選
ば
れ
た
佐
賀
一
仁
君
の
彫
刻
　
｢
異
次
元
の

チ
ョ
ウ
｣
　
は
､
自
然
の
素
材
の
形
や
特
性
を
生
か
し
､
金
属
的
な
着
色

も
マ
ッ
チ
し
て
存
在
感
の
強
い
秀
作
｡

高
木
由
貴
さ
ん
の
絵
画
　
r
ヤ
マ
ネ
ー
ラ
ン
ド
｣
　
は
､
色
彩
の
豊
か
さ

と
動
き
の
あ
る
空
間
が
印
象
的
な
力
作
と
'
審
査
員
か
ら
も
好
感
を
持

た
れ
た
作
品
で
す
｡

山
根
明
美
さ
ん
の
　
｢
澄
界
は
今
-
｣
　
は
'
戦
争
を
テ
ー
マ
に
､
見
る

人
が
移
動
す
る
こ
と
で
変
化
す
る
三
面
立
体
ボ
ス
タ
～
｡
メ
ッ
セ
ー
ジ

;i
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審査員より作品講評会
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輩(3)

来館者に館長より作品説明

受付当番､生徒活躍

∴~十

山根　明美

余川めぐみ

常
設
展
Ⅳ
期3
月
1
 
2
日
(
土
)
～
4
月
6
日
(
水
)

｢
絵
画
･
彫
刻
･
工
芸
L
最

こ
れ
ま
で
出
品
さ
れ
な
か
っ
た
作
品
'
特
に
絵
画

で
は
色
紙
を
1
2
点
展
示
｡
ド
ラ
え
も
ん
'
パ
ー
マ
ン

な
ど
'
生
徒
た
ち
も
楽
し
ん
で
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
｡

彫
刻
で
は
､
畑
正
吉
氏
の
能
関
係
の
木
彫
作
品
に

性
の
強
い
労
作
に
来
館
者
の
関
心
を
寄
せ
て
い
ま
し

た
(
.

今
年
は
'
全
体
的
に
基
本
を
踏
ま
え
た
質
の
高
い

大

　

賞

′

　

)

人
気
が
集
ま
り
ま
し
た
o

｢
能
額
清
経
｣
　
は
､
優

れ
た
彫
り
に
着
彩
を
施

し
'
人
物
の
動
き
や
緊

張
感
を
感
じ
る
作
品
｡

作
品
や
迫
力
あ
る
大

作
が
多
く
'
昨
年
を

大
き
く
上
回
る
激
戦

と
な
り
ま
し
た
｡
開

催
日
の
表
彰
式
後
'

館
内
で
審
査
員
に
よ

る
講
評
会
が
行
わ
れ
､

出
品
者
は
各
自
の
作

品
評
を
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
｡

県
知
事
賞

育
委
員
会
教
育
長
貧

秀

　

賞

秀

　

　

賞

富
山
新
聞
社
優
秀
賞

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
テ
レ
ビ
優
秀
賞

優

　

　

良

　

　

賞

優

　

　

良

　

　

賞

富
山
新
聞
社
優
良
賞

富
山
新
聞
社
優
良
賞

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
テ
レ
ビ
優
良
賞

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
テ
レ
ビ
優
良
賞

尚
美
展
開
捷
作
品
展

1
0
月
1
0
日
(
日
)
～
1
0
月
2
4
日
(
日
)

本
校
創
立
1
-
0
周
年
記
念
式
典
開
催
に
伴
い
､
生

徒
･
同
窓
生
の
方
々
を
始
め
'
多
く
の
来
館
者
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
｡
常
設
展
で
は
'
近

年
あ
ら
た
に
寄
贈
い
た
だ
い
た
作
品
7
点
を
紹
介
,
露
ダ

同
窓
生
作
品
展
で
は
､
現
役
で
活
躍
中
の
同
窓
生
､

教
職
員
2
9
名
が
'
絵
画
'
彫
刻
'
工
芸
'
写
真
な

ど
あ
わ
せ
て
3
7
点
を
展
示
｡

尚
美
展
期
間
中
は
生
徒
が
交
代
で
受
付
を
担
当

し
'
館
内
を
案
内
す
る
な
ど
に
ぎ
や
か
な
場
面
が

見
ら
れ
ま
し
た
o

佳佳佳佳倭佳倭佳使徒

作作作作作作作作作作

佐

賀

一

仁

高
木
　
由
貴

山
根
　
明
美

余
川
め
ぐ
み

串
田
麻
由
美

山
下
　
麻
湖

塚
原
佐
知
子

古
川
　
千
尋

正
和
　
朗
実

杉
森
　
千
種

新
開
　
康
平

平
井
沙
也
香

天
野
佐
衣
子

福
田
　
美
穂

若
林
　
彩
花

八
島
あ
ず
さ

高
柳
　
美
樹

滝
谷
美
紗
子

中
西
　
美
希

福

嶋

　

　

琢

高
瀬
加
菓
子

栗
山
　
千
佳

西
野
　
剛
志

(
志
貴
野
)

(
新
湊
西
部
)

(
滑
　
川
)

(
井
　
口
)

(
高
岡
西
部
)

(
牧
　
野
)

(
庄
　
西
)

(
高
　
陵
)

(
氷
見
北
部
)

(
志
貴
野
)

(
射
　
北
)

(
西
　
候
)

(
庄
　
川
)

(
新
湊
南
部
)

(
滑
　
川
)

(
氷
見
西
部
)

(
吉
　
江
)
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+青井記念館のJTTt-ムページを開設しておりますo
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卒
業
課
題
展

全
学
科
(
6
学
科
･
鮒
作
品
)
　
の
う
ち
美
術
館
で

は
'
建
築
科
'
工
芸
科
'
デ
ザ
イ
ン
科
の
卒
業
課
題

作
品
を
展
示
し
ま
し
た
｡
悪
天
候
に
も
関
わ
ら
ず
'

生
徒
'
父
兄
は
じ
め
美
術
愛
好
家
の
方
々
が
大
勢
来

館
さ
れ
ま
し
た
o
　
な
か
で
も
工
芸
科
の
棒
晶
は
実
用

的
な
大
作
が
多
く
'
親
し
み
や
す
い
こ
と
か
ら
'
子

供
ら
に
楽
し
ま
れ
る
展
示
会
と
な
り
ま
し
た
｡

T

　

　

▲

事

T

〉

催

事

案

内

高
岡
市
民
美
術
展
･
招
待
作
品
の
展
示

4
月
却
日
鯛
～
5
月
5
日
㈹

常
設
Ⅰ
期
　
本
校
収
蔵
品
の
展
示

｢
日
本
画
･
工
芸
品
｣

5
月
は
日
出
～
7
月
烈
日
働

文
化
部
合
同
展

7
月
9
日
出
～
7
月
朗
日
脚

富
山
県
立
近
代
美
術
館
･

青
井
記
念
館
美
術
館
所
蔵
作
品
展

8
月
4
日
弼
-
9
月
4
日
碑

常
設
Ⅱ
期
　
本
校
所
蔵
品
の
展
示

｢
絵
画
と
漆
工
芸
｣9
月
1
5
日
㈹
～
日
月
6
日
脚

第
3
5
回
同
窓
生
ギ
ャ
ラ
リ
ー

｢
佐
竹
美
保
　
原
爾
展
　
(
挿
絵
と
絵
本
)
｣

5
8
2
1
日
4
.
L
1
6
月
1
2
日
瀞

第
3
6
回
同
窓
生
ギ
ャ
ラ
リ
ー

｢
一
二
人
展

麻
生
二
一
郎
･
代
谷
松
男
･
道
吉
勝
重
墳
｣

9
月
1
5
日
㈱
1
1
0
日
6
日
㈹

は
ぐ
く
み
会
会
員
募
集
の
お
し
ら
せ

は
ぐ
く
み
会
で
は
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
｡

申
し
込
ま
れ
た
日
か
ら
一
年
間
会
員
と
な
り
ま
す
｡

主
な
活
動

1
　
青
井
記
念
館
美
術
館
へ
の
協
力
･
支
援

2
　
中
学
生
美
術
展
(
青
井
中
美
展
)
へ
の
支
援

特

　

　

典

1
　
企
画
展
等
の
案
内

2
　
は
ぐ
く
み
会
だ
よ
り
の
配
布

年

会

費

一
般
会
員
　
(
個
人
)
　
　
　
　
　
二
㌧
〇
〇
〇
円

特
別
会
員
　
(
企
業
'
団
体
等
)
一
〇
､
〇
〇
〇
円

お
問
い
合
わ
せ
･
申
し
込
み
先

青
井
記
念
館
美
術
館
は
ぐ
く
み
会
事
務
局

集

3
年
間
､
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
｡

多
く
の
方
々
に
ご
指
導
い
た
だ
き
な
が
ら
勤
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
､
'

こ
れ
か
ら
も
愛
好
家
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
る
美

術
館
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
｡

代
用
漂
)

編

集

発

行

富
山
県
立
高
岡
工
芸
高
等
学
校

青
井
記
念
館
美
術
館
は
ぐ
く
み
会

住
　
所
泰
雄
-
捌
高
岡
市
中
用
T
T
こ
O

T
E
も
K
)
至
芸
〓
〓
⊥
六
三
O

F
A
X
へ
r
J
;
主
へ
･
(
j
二
.
1
-
1
六
二
一

1
円


